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 札幌市条例第７５号    

 

札幌市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置の 

基準に関する条例 

（趣旨） 

第１条  この条例は、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関

する法律（平成１８年法律第９１号。以下「法」という。）第１３

条第１項に規定する移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設

置に関する基準について定めるものとする。 

（定義） 

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ

ぞれ 当 該各 号 に定 める と ころ に よる 。  

⑴  高 齢 者 、 障 害 者 等  高 齢 者 又 は 障 害 者 で 日 常 生 活 又 は 社 会 生

活 に 身 体 の 機 能 上 の 制 限 を 受 け る も の そ の 他 日 常 生 活 又 は 社 会

生活 に 身体 の 機能 上の 制 限を 受 ける 者を い う。  

⑵  移 動 等 円 滑 化  高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 又 は 施 設 の 利 用 に 係

る 身 体 の 負 担 を 軽 減 す る こ と に よ り 、 そ の 移 動 上 又 は 施 設 の 利

用上 の 利便 性 及び 安全 性 を向 上 する こと を いう 。  

⑶  特 定 公 園 施 設  移 動 等 円 滑 化 が 特 に 必 要 な も の と し て 、 高 齢

者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 平

成 １ ８ 年 政 令 第 ３ ７ ９ 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第 ３ 条 で 定 め

る公 園 施設 を いう 。  

（園路及び広場） 



第 ３ 条  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害

者 等 が 利 用 す る 令 第 ３ 条 第 １ 号 に 規 定 す る 園 路 及 び 広 場 を 設 け る

場 合 は 、 そ の う ち １ 以 上 を 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 さ せ な け れ ば な

らな い 。  

⑴ 出入口は、次に掲げる基準に適合する構造のものとすること。 

ア  幅 は、１４ ０ セン チ メー ト ル以 上と す るこ と。た だし 、地形

の状 況 その 他 の特 別の 理 由に よ りや むを 得 ない 場 合は 、９ ０セ

ンチ メ ート ル 以上 とす る こと が でき る。  

イ  車 止め を 設け る場 合 は、当該 車 止め の 相互 間 の間 隔の う ち１

以上 を ９０ セ ンチ メー ト ル以 上 とす るこ と 。  

ウ  出 入 口 か ら の 水 平 距 離 が １ ５ ０ セ ン チ メ ー ト ル 以 上 の 水 平

面を 確 保す る こと 。ただ し 、地形 の 状況 そ の他 の 特別 の理 由 に

より や むを 得 ない 場合 は 、こ の 限り でな い 。  

エ  オ に規 定 する 場合 を 除き 、車 椅 子使 用 者が 通 過す る際 に 支障

とな る 段を 設 けな いこ と 。  

オ  地 形 の 状 況 そ の 他 の 特 別 の 理 由 に よ り や む を 得 ず 段 を 設 け

る場 合 は、傾斜 路（第 ５ 号の 基準 に 適合 す る傾 斜 路を いう 。同

号を 除 き、 以 下同 じ。 ） を併 設 する こと 。  

カ  路 面は 、滑 り にく い 仕上 げ がな され た 構造 の もの とす る こと 。 

⑵ 通路は、次に掲げる基準に適合する構造のものとすること。 

ア  幅 は、１８ ０ セン チ メー ト ル以 上と す るこ と。た だし 、地形

の状 況 その 他 の特 別の 理 由に よ りや むを 得 ない 場 合は 、通 路の

末端 の 付近 の 広さ を車 椅 子の 転 回に 支障 の ない も のと し、かつ 、

５ ０ メ ー ト ル 以 内 ご と に 車 椅 子 が 転 回 す る こ と が で き る 広 さ

の場 所 を設 け た上 で、１２ ０ セン チ メー ト ル以 上 とす るこ と が

でき る 。  

イ  ウ に規 定 する 場合 を 除き 、車 椅 子使 用 者が 通 過す る際 に 支障

とな る 段を 設 けな いこ と 。  

ウ  地 形 の 状 況 そ の 他 の 特 別 の 理 由 に よ り や む を 得 ず 段 を 設 け

る場 合 は、 傾 斜路 を併 設 する こ と。  



エ  縦 断勾 配 は、５パ ー セン ト 以下 とす る こと 。た だ し、消 融雪

装 置 の 設 置 そ の 他 の 車 椅 子 使 用 者 が 円 滑 に 利 用 で き る 措 置 を

講じ た 場合 は 、８ パー セ ント 以 下と する こ とが で きる 。  

オ  高 低差 が ５０ セン チ メー ト ルを 超え る 傾斜 が ある 場合 は、高

低 差 ５ ０ セ ン チ メ ー ト ル 以 内 ご と に 踏 み 幅 が １ ５ ０ セ ン チ メ

ート ル 以上 の 踊り 場を 設 ける こ と。  

カ  高 低差 が １６ セン チ メー ト ルを 超え 、か つ 、勾 配 が５ パ ーセ

ント を 超え る 傾斜 があ る 部分 に は両 側に 手 すり を 設け 、そ の他

の部 分 には 必 要に 応じ 、 手す り を設 ける こ と。  

キ  カ の手 す りは 、端部 が 突出 し な い構 造 のも の とし 、不特 定 か

つ多 数 の者 が 利用 し、又は 主 とし て 視覚 障 害者 が 利用 する も の

につ い ては 、必 要 に応 じ 、端部 付 近 及び 必 要な 箇 所に 誘導 等 の

ため の 点字 表 示を 行う こ と。  

ク  傾 斜が あ る部 分は 、そ の 前後 の 水平 部 分と の 色の 明度 の 差が

大 き い こ と 等 に よ り そ の 存 在 を 容 易 に 識 別 で き る 構 造 の も の

とす る こと 。  

ケ  傾 斜が あ る部 分は 、その 始終 端 部、曲 がり 角、折 り返 し 及び

他の 通 路と の 交差 部に 、踏 み 幅が １ ５０ セ ンチ メ ート ル以 上 の

水平 部 分を 設 ける こと 。  

コ  傾 斜が あ る部 分の 縁 端に は、壁 又は 車 椅子 の 脱輪 その 他 の事

故を 防 止す る ため に必 要 な立 ち 上が りを 設 ける こ と。  

サ  横 断勾 配 は、１パ ー セン ト 以下 とす る こと 。た だ し、地 形の

状況 そ の他 の 特別 の理 由 によ り やむ を得 な い場 合 は、２パ ー セ

ント 以 下と す るこ とが で きる 。  

シ  路 面は 、滑 り にく い 仕上 げ がな され た 構造 の もの とす る こと 。 

ス  視 覚障 害 者の 通行 の 安全 を 確保 する 上 で必 要 な部 分に 、視 覚

障害 者 誘導 用 ブロ ック（令 第 １１ 条 第２ 号 に規 定 する 点状 ブ ロ

ッ ク 等 及 び 令 第 ２ １ 条 第 ２ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 線 状 ブ ロ ッ ク

等 を 適 切 に 組 み 合 わ せ て 床 面 に 敷 設 し た も の を い う 。 以 下 同

じ。 ） を敷 設 する こと 。  



セ  通 路上 に 設け る排 水 溝等 の 上蓋 は 、杖 の 脱落 、車 椅子 の 脱輪

その 他 の事 故 を防 止す る 構造 で 、滑 り に く い 表 面 と す る こ と 。 

⑶  階段（その踊り場を含む。コを除き、以下同じ。）は、次に掲

げる基準に適合する構造のものとすること。 

ア  手 すり を 両側 に設 け るこ と 。た だし 、地 形の 状 況 その 他 の特

別の 理 由に よ りや むを 得 ない 場 合は 、こ の 限り で ない 。  

イ  ア の手 す りは 、端部 が 突出 し な い構 造 のも の とし 、不特 定 か

つ多 数 の者 が 利用 し、又は 主 とし て 視覚 障 害者 が 利用 する も の

につ い ては 、必 要 に応 じ 、端部 付 近 及び 必 要な 箇 所に 誘導 等 の

ため の 点字 表 示を 行う こ と。  

ウ  回 り段 を 設け ない こ と 。た だ し 、地形 の 状況 そ の 他の 特 別の

理由 に より や むを 得な い 場合 は 、こ の限 り でな い 。  

エ  踏 面は 、滑 り にく い 仕上 げ がな され た 構造 の もの とす る こと 。 

オ  け あげ 及 び踏 面は 、高 齢者 、障 害者 等 が円 滑 に昇 降で き る構

造の も のと す るこ と。  

カ  段 鼻 の 突 き 出 し そ の 他 の つ ま ず き の 原 因 と な る も の が 設 け

られ て いな い 構造 のも の とす る こと 。  

キ  両 側に は、立 ち上 が り部 を 設け るこ と 。た だし 、側面 が 壁面

であ る 場合 は 、こ の限 り でな い 。  

ク  踏 面の 端 部は 、そ の周 囲 の部 分 との 色 の明 度 の差 が大 き いこ

と等 に より 段 を容 易に 識 別で き る構 造の も のと す るこ と。  

ケ  幅 は、 １ ２０ セン チ メー ト ル以 上と す るこ と 。  

コ  高 低差 が ２．５メ ー トル を 超え る階 段 にあ っ ては 、高 低 差２ ．

５メ ー トル 以 内ご とに 踊 り場 を 設け るこ と 。  

⑷  階段を設ける場合は、傾斜路を併設すること。ただし、地形の

状況その他の特別の理由により傾斜路を設けることが困難である

場合は、エレベーター、エスカレーターその他の昇降機であって、

高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造のものをもってこれ

に代えることができる。 

⑸  傾斜路（その踊り場を含み、階段若しくは段に代えて設置し、



又はこれに併設するものに限る。）は、次に掲げる基準に適合す

る構造のものとすること。 

ア  幅 は、階段 又 は段 に 代え て 設置 する も のに あ って は１ ４ ０セ

ンチ メ ート ル 以上 とし 、階 段 又は 段 に併 設 する も のに あっ て は

９０ セ ンチ メ ート ル以 上 とす る こと 。  

イ  縦 断勾 配 は、 ８パ ー セン ト 以下 とす る こと 。  

ウ  横 断勾 配 を設 けな い こと 。  

エ  路 面は 、滑 り にく い 仕上 げ がな され た 構造 の もの とす る こと 。 

オ  高 低差 が ７５ セン チ メー ト ルを 超え る 傾斜 路 にあ って は、高

低 差 ７ ５ セ ン チ メ ー ト ル 以 内 ご と に 踏 み 幅 １ ５ ０ セ ン チ メ ー

トル 以 上の 踊 り場 を設 け るこ と 。  

カ  手 すり を 両側 に設 け るこ と 。た だし 、地 形の 状 況 その 他 の特

別の 理 由に よ りや むを 得 ない 場 合は 、こ の 限り で ない 。  

キ  傾 斜路 の 両側 には 、立ち 上が り 部を 設 ける こ と。ただ し 、側

面が 壁 面で あ る場 合は 、 この 限 りで ない 。  

ク  傾 斜路 は、そ の前 後 の水 平 部分 との 色 の明 度 の差 が大 き いこ

と 等 に よ り そ の 存 在 を 容 易 に 識 別 で き る 構 造 の も の と す る こ

と。  

ケ  傾 斜路 の 始終 端部 、曲 がり 角 、折り 返 し及 び 他の 通路 と の交

差部 に、踏 み幅 が １５ ０ セン チ メー トル 以 上の 水 平部 分を 設 け

るこ と 。  

⑹  高齢者、障害者等が転落するおそれのある場所には、柵、視覚

障害者誘導用ブロックその他の高齢者、障害者等の転落を防止す

るための設備を設けること。 

⑺  次条から第１１条までの規定により設けられた特定公園施設の

うちそれぞれ１以上及び主要な公園施設（修景施設、休養施設、

遊戯施設、運動施設、教養施設、便益施設その他の公園施設のう

ち、当該公園施設の設置の目的を踏まえ、重要と認められるもの

をいう。）に接続させること。 

（屋根付広場） 



第 ４ 条  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害

者 等 が 利 用 す る 屋 根 付 広 場 を 設 け る 場 合 は 、 そ の う ち １ 以 上 を 次

に掲 げ る基 準 に適 合さ せ なけ れ ばな らな い 。  

⑴ 出入口は、次に掲げる基準に適合する構造のものとすること。 

ア  幅 は、１２ ０ セン チ メー ト ル以 上と す るこ と。た だし 、地形

の状 況 その 他 の特 別の 理 由に よ りや むを 得 ない 場 合は 、８ ０セ

ンチ メ ート ル 以上 とす る こと が でき る。  

イ  ウ に規 定 する 場合 を 除き 、車 椅 子使 用 者が 通 過す る際 に 支障

とな る 段を 設 けな いこ と 。  

ウ  地 形 の 状 況 そ の 他 の 特 別 の 理 由 に よ り や む を 得 ず 段 を 設 け

る場 合 は、 傾 斜路 を併 設 する こ と。  

⑵ 車椅子使用者の円滑な利用に適した広さを確保すること。 

（休憩所及び管理事務所） 

第 ５ 条  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害

者 等 が 利 用 す る 休 憩 所 を 設 け る 場 合 は 、 そ の う ち １ 以 上 を 次 に 掲

げる 基 準に 適 合さ せな け れば な らな い。  

⑴ 出入口は、次に掲げる基準に適合する構造のものとすること。 

ア  幅 は、１２ ０ セン チ メー ト ル以 上と す るこ と。た だし 、地形

の状 況 その 他 の特 別の 理 由に よ りや むを 得 ない 場 合は 、８ ０セ

ンチ メ ート ル 以上 とす る こと が でき る。  

イ  ウ に規 定 する 場合 を 除き 、車 椅 子使 用 者が 通 過す る際 に 支障

とな る 段を 設 けな いこ と 。  

ウ  地 形 の 状 況 そ の 他 の 特 別 の 理 由 に よ り や む を 得 ず 段 を 設 け

る場 合 は、 傾 斜路 を併 設 する こ と。  

エ  戸 を設 け る場 合は 、当 該 戸の 幅 を８ ０ セン チ メー トル 以 上と

する こ と。  

オ  エ の戸 は、自 動的 に 開閉 す る構 造そ の 他の 車 椅子 使用 者 が容

易に 開 閉し て 通過 でき 、か つ 、そ の 前後 に 高低 差 がな い構 造 の

もの と する こ と。  

⑵ カウンターを設ける場合は、そのうち１以上を車椅子使用者の



円滑な利用に適した構造のものとすること。ただし、常時勤務す

る者が容易にカウンターの前に出て対応できる構造である場合は、

この限りでない。 

⑶ 車椅子使用者の円滑な利用に適した広さを確保すること。 

⑷  不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等

が利用する便所を設ける場合は、そのうち１以上を第８条第２項、

第９条及び第１０条に定める基準に適合する構造のものとするこ

と。 

２  前 項 の 規 定 は 、 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高

齢 者 、 障 害 者 等 が 利 用 す る 管 理 事 務 所 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場

合に お いて 、同 項 中「 休憩 所 を設 け る場 合 は、その う ち１ 以 上を 」

とあ る のは 、 「管 理事 務 所は 、 」と 読み 替 える も のと する 。  

（野外劇場及び野外音楽堂） 

第 ６ 条  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害

者 等 が 利 用 す る 野 外 劇 場 は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 さ せ な け れ ば

なら な い。  

⑴  出入口は、第４条第１号の基準に適合する構造のものとするこ

と。 

⑵  出入口と次号の車椅子使用者用閲覧スペース及び第４号の便所

との間の経路を構成する通路は、次に掲げる基準に適合する構造

のものとすること。 

ア  幅 は、１２ ０ セン チ メー ト ル以 上と す るこ と。た だし 、地形

の状 況 その 他 の特 別の 理 由に よ りや むを 得 ない 場 合は 、通 路の

末 端 の 付 近 の 広 さ を 車 椅 子 の 転 回 に 支 障 の な い も の と し た 上

で、 ８ ０セ ン チメ ート ル 以上 と する こと が でき る 。  

イ  ウ に規 定 する 場合 を 除き 、車 椅 子使 用 者が 通 過す る際 に 支障

とな る 段を 設 けな いこ と 。  

ウ  地 形 の 状 況 そ の 他 の 特 別 の 理 由 に よ り や む を 得 ず 段 を 設 け

る場 合 は、 傾 斜路 を併 設 する こ と。  

エ  縦 断勾 配 は、５パ ー セン ト 以下 とす る こと 。た だ し、地 形の



状況 そ の他 の 特別 の理 由 によ り やむ を得 な い場 合 は、８パ ー セ

ント 以 下と す るこ とが で きる 。  

オ  横 断勾 配 は、１パ ー セン ト 以下 とす る こと 。た だ し、地 形の

状況 そ の他 の 特別 の理 由 によ り やむ を得 な い場 合 は、２パ ー セ

ント 以 下と す るこ とが で きる 。  

カ  路 面は 、滑 り にく い 仕上 げ がな され た 構造 の もの とす る こと 。 

キ  高 齢者 、障 害 者等 が 転落 す るお それ が ある 場 所に は、柵、視

覚障 害 者誘 導 用ブ ロッ ク その 他 の高 齢者 、障 害 者等 の 転落 を 防

止す る ため の 設備 を設 け るこ と 。  

⑶  当該野外劇場の収容定員が２００以下の場合は当該収容定員に

５０分の１を乗じて得た数以上、収容定員が２００を超える場合

は当該収容定員に１００分の１を乗じて得た数に２を加えた数以

上 の 車 椅 子 使 用 者 が 円 滑 に 利 用 す る こ と が で き る 観 覧 ス ペ ー ス

（以下「車椅子使用者用閲覧スペース」という。）を設けること。 

⑷  不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等

が利用する便所を設ける場合は、そのうち１以上を第８条第２項、

第９条及び第１０条に定める基準に適合する構造のものとするこ

と。 

２  車 椅 子 使 用 者 用 閲 覧 ス ペ ー ス は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 さ せ な

けれ ば なら な い。  

⑴  幅は９０センチメートル以上とし、奥行きは１２０センチメー

トル以上とすること。 

⑵ 車椅子使用者が利用する際に支障となる段を設けないこと。 

⑶  車椅子使用者が転落するおそれがある場所には、柵その他の車

椅子使用者の転落を防止するための設備を設けること。 

３  前 ２ 項 の 規 定 は 、 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て

高齢 者 、障 害 者等 が利 用 する 野 外音 楽堂 に つい て 準用 する 。  

（駐車場） 

第 ７ 条  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害

者 等 が 利 用 す る 駐 車 場 を 設 け る 場 合 は 、 そ の う ち １ 以 上 に 、 当 該



駐 車 場 の 全 駐 車 台 数 が ２ ０ ０ 以 下 の 場 合 は 当 該 駐 車 台 数 に ５ ０ 分

の １ を 乗 じ て 得 た 数 以 上 、 全 駐 車 台 数 が ２ ０ ０ を 超 え る 場 合 は 当

該 駐 車 台 数 に １ ０ ０ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 数 に ２ を 加 え た 数 以 上 の

車 椅 子 使 用 者 が 円 滑 に 利 用 す る こ と が で き る 駐 車 施 設 （ 以 下 「 車

椅 子 使 用 者 用 駐 車 施 設 」 と い う 。 ） を 設 け な け れ ば な ら な い 。 た

だ し 、 専 ら 大 型 自 動 二 輪 車 及 び 普 通 自 動 二 輪 車 （ い ず れ も 側 車 付

き の も の を 除 く 。 ） の 駐 車 の た め の 駐 車 場 に つ い て は 、 こ の 限 り

でな い 。  

２  車 椅 子 使 用 者 用 駐 車 施 設 は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 さ せ な け れ

ばな ら ない 。  

⑴  幅は３５０センチメートル以上とし、奥行きは６００センチメ

ートル以上とすること。 

⑵  歩行者用出入口（歩行者用出入口がない場合にあっては、車両

用出入口。以下同じ。）から当該車椅子使用者用駐車施設までの

経路の長さができるだけ短くなる位置に設けること。 

⑶  歩行者用出入口から当該車椅子使用者用駐車施設までの経路上

には、段を設けないこと。ただし、傾斜路を併設する場合は、こ

の限りでない。 

⑷  車椅子使用者用駐車施設又はその付近に、車椅子使用者用駐車

施設の表示をすること。 

⑸  道路から駐車場へ通ずる出入口付近には、車椅子使用者用駐車

施設がある旨及び当該出入口から車椅子使用者駐車施設までの経

路を積雪等に配慮して見やすい方法により表示すること。 

⑹  歩行者用通路を設ける場合は、次に掲げる基準に適合する構造

のものとすること。 

 ア  第３条第２号エからコまで、シ及びセに定める基準に適合す

る構造のものとすること。 

 イ  幅は、１４０センチメートル以上（不特定かつ多数の者が利

用し、又は主として高齢者、障害者等が利用するものにあって

は、１８０センチメートル以上）とすること。 
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ウ  階段を設ける場合は、第３条第３号ア、イ及びオからケまで 

に定める基準に適合する構造のものとすること。 

エ 傾斜路を設ける場合における当該傾斜路の幅は、段に代わるも

のにあっては１４０センチメートル以上（不特定かつ多数の者が

利用し、又は主として高齢者、障害者等が利用するものにあって

は、１８０センチメートル以上）、段を併設するものにあっては

９０センチメートル以上とすること。 

（便所） 

第 ８ 条  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害

者 等 が 利 用 す る 便 所 は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 さ せ な け れ ば な ら

ない 。  

⑴  床の表面は、滑りにくい仕上げがなされた構造のものとするこ

と。 

⑵ 男子用小便器を設ける場合は、床置式小便器、壁掛式小便器（受

け口の高さが３５センチメートル以下のものに限る。）その他こ

れらに類する小便器を１以上設けること。 

⑶ 前号の規定により設けられる小便器には、手すりを設けること。 

２  前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は

主 と し て 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 利 用 す る 便 所 を 設 け る 場 合 は 、 そ の

う ち １ 以 上 を 次 に 掲 げ る 基 準 の い ず れ か に 適 合 さ せ な け れ ば な ら

ない 。  

⑴ 便所（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれの便所）

内に高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造を有する便房を

設けること。 

⑵  高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造を有する便所とす

ること。 

第 ９ 条  前 条 第 ２ 項 第 １ 号 の 便 房 が 設 け ら れ た 便 所 は 、 次 に 掲 げ る

基準 に 適合 さ せな けれ ば なら な い。  

⑴ 出入口は、次に掲げる基準に適合する構造のものとすること。 

ア  幅 は、 ８ ０セ ンチ メ ート ル 以上 とす る こと 。  



イ  ウ に規 定 する 場合 を 除き 、車 椅 子使 用 者が 通 過す る際 に 支障

とな る 段を 設 けな いこ と 。  

ウ  地 形 の 状 況 そ の 他 の 特 別 な 理 由 に よ り や む を 得 ず 段 を 設 け

る場 合 は、 傾 斜路 を併 設 する こ と。  

エ  高 齢者 、障 害 者等 の 円滑 な 利用 に適 し た構 造 を有 する 便 房が

設け ら れて い るこ とを 表 示す る 標識 を設 け るこ と 。  

オ  主 とし て 視覚 障害 者 が利 用 する 便所 を 設け る 場合 には 、必 要

に応 じ 、出入 口 又 はそ の 付近 に 、点 字に よ る案 内 設備 を設 け る

こと 。  

カ  戸 を設 け る場 合は 、当 該 戸の 幅 を８ ０ セン チ メー トル 以 上と

する こ と。  

キ  カ の戸 は、自 動的 に 開閉 す る構 造そ の 他の 車 椅子 使用 者 が容

易に 開 閉し て 通過 でき 、か つ 、そ の 前後 に 高低 差 がな い構 造 の

もの と する こ と。  

ク  カ の戸 に は、 施錠 及 び開 錠 が容 易な 施 錠 装 置 を 設 け る こ と 。 

⑵ 車椅子使用者の円滑な利用に適した広さを確保すること。 

２  前 条 第 ２ 項 第 １ 号 の 便 房 は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 さ せ な け れ

ばな ら ない 。  

⑴  出入口には、車椅子使用者が通過する際に支障となる段を設け

ないこと。 

⑵  出入口には、当該便房が高齢者、障害者等の円滑な利用に適し

た構造のものであることを表示する標識を設けること。 

⑶ 腰掛便座及び手すりを設けること。 

⑷  腰掛便座は、できる限り前方及び両側から移乗しやすい位置に

設けること。 

⑸  高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造を有する水洗器具

を設けること。 

⑹  当該便房を管理する者又はその従業員に通じる非常用の呼出装

置を設けること。ただし、屋外に独立して設置する便所に設ける

便房については、この限りでない。 



⑺ 荷物台を適切に配置すること。 

⑻  当該便房（不特定かつ多数の者が利用するものに限る。）のう

ち１以上（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれ１以

上）に、人工肛門又は人工ぼうこうを使用している者がパウチ、

しびん等を洗浄することができる水洗装置を設けること。ただし、

屋外に独立して設置する便所に設ける便房については、この限り

でない。 

３  第 １ 項 第 １ 号 ア 及 び カ か ら ク ま で 並 び に 第 ２ 号 の 規 定 は 、 前 項

の便 房 につ い て準 用す る 。  

第 １ ０ 条  前 条 第 １ 項 第 １ 号 （ エ を 除 く 。 ） 及 び 第 ２ 号 並 び に 第 ２

項 （ 第 １ 号 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 第 ８ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 便 所 に つ

い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 前 条 第 ２ 項 第 ２ 号 及 び 第 ６ 号

中 「 当 該 便 房 」 と あ り 、 及 び 同 項 第 ８ 号 中 「 当 該 便 房 （ 不 特 定 か

つ 多 数 の 者 が 利 用 す る も の に 限 る 。 ） の う ち １ 以 上 （ 男 子 用 及 び

女 子 用 の 区 別 が あ る と き は 、 そ れ ぞ れ １ 以 上 ） 」 と あ る の は 「 当

該 便 所 」 と 、 同 項 第 ６ 号 及 び 第 ８ 号 中 「 便 所 に 設 け る 便 房 」 と あ

るの は 「便 所 」と それ ぞ れ読 み 替え るも の とす る 。  

（水飲場及び手洗場） 

第 １ １ 条  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障

害 者 等 が 利 用 す る 水 飲 場 を 設 け る 場 合 は 、 そ の う ち １ 以 上 を 次 に

掲げ る 基準 に 適合 させ な けれ ば なら ない 。  

⑴ 高齢者、障害者等が利用しやすい位置に設けること。 

⑵  車椅子使用者が円滑に利用できる高さとし、その下部に十分な

空間を確保すること。 

⑶ 高齢者、障害者等が容易に操作できる水栓器具を設けること。 

⑷  床の表面は、滑りにくい仕上げがなされた構造のものとするこ

と。 

２  前 項 の 規 定 は 、 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高

齢者 、 障害 者 等が 利用 す る手 洗 場に つい て 準用 す る。  

（掲示板） 



第 １ ２ 条  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障

害 者 等 が 利 用 す る 掲 示 板 は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 さ せ な け れ ば

なら な い。  

⑴  高さ及び文字の大きさその他の表示内容に配慮し、高齢者、障

害者等が円滑に利用できる構造のものとすること。 

⑵  必要に応じ、点字による表示又は音声により視覚障害者を案内

する装置その他これに代わる設備を設けること。 

⑶  案内用図記号を使用する場合は、できる限り日本工業規格に定

める標準案内用図記号を使用すること。 

⑷  敷地内の通路に設ける場合は、積雪等に配慮した高さに設ける

こと。 

⑸  当該掲示板周辺の床面は、滑りにくい仕上げがなされた構造の

ものとすること。 

 （ 標 識）  

第 １ ３ 条  前 条 の 規 定 は 、 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と

して 高 齢者 、 障害 者等 が 利用 す る標 識に つ いて 準 用す る。  

２  第 ３ 条 か ら 前 条 ま で 又 は 前 項 の 規 定 に よ り 設 け ら れ た 特 定 公 園

施 設 の 配 置 を 表 示 し た 標 識 を 設 け る 場 合 は 、 そ の う ち １ 以 上 を 第

３ 条 の 規 定 に よ り 設 け ら れ た 園 路 及 び 広 場 の 出 入 口 の 付 近 に 設 け

なけ れ ばな ら ない 。  

 （ 一 時使 用 目的 の特 定 公園 施 設）  

第 １ ４ 条  災 害 等 の た め 一 時 使 用 す る 特 定 公 園 施 設 の 設 置 に つ い て

は、 こ の条 例 の規 定に よ らな い こと がで き る。  

（他の条例との関係） 

第１５条 この条例に定める高齢者、障害者等の移動等円滑化のため

に必要な特定公園施設の設置に関する基準については、札幌市福祉

のまちづくり条例（平成１０年条例第４７号）の規定は、適用しな

いものとする。 

（委任） 

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。 



附 則  

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

 


